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将来の自立と社会参加につながる 

１２年のつながりや積みあげを意識した学習と 

キャリア教育の視点を取り入れた授業改善 R４ 
【はじめに】 
令和３年度「学習指導要領に基づく将来の自立と社会参加につながるキャリア教育の視点を取り入れた授業改善」を研究主題
として取り組んだ。具体的には、授業サポートする役割を担うグループ長（コース・学年長）を対象に「キャリアファシリテ
ーター研修」を実施し、授業者支援会議のキャリア教育の土台作りを行った。「授業者支援会議」は３ヶ月の期間で100回の
実施を目指し行った。また、架け橋研究では教科グループごとに学部間のつながり（系統性）を意識しながら年間指導計画
（案）を作成していったが、キャリア教育の視点を授業改善に落とし込むことの難しさが課題として残った。 
令和４年度は、昨年度の前次研究の課題分析を行い、築いた土台をさらに発展させ、指導者間の「学び合い」を意識し、テー
マとして「INTERESTINGおもしろい研究」を掲げ、より具体的なファシリテーターの役割と効果的な会議の進め方、「キャ
リア教育」の視点を授業改善に落とし込むための方法を模索し、「期待する子どもたちの将来の姿」を考え共有しながら授業の
組み立てを相談することを研究主題として取り組んだ。 
 本研究の成果が、本校教員の専門性の向上につながり、障害のある児童生徒のキャリア教育の視点に基づく教育的ニーズに
応じた指導・支援の一層の充実が図られることを期待したい。 

【研究デザイン】 

【授業者支援会議】 

第1に授業改善として南山城型授業者支援会議を設定した。これは、東京都立光明学園の授業改善手法「KOMEI授業改善ハ
ンドブックから明日の授業を改善する〜Ver.4」を参考にして本校の実態に合わせた授業者支援会議である。 
第2にファシリテーターの育成である。会議の目的を理解し、円滑に進行を行い、意見を引き出し、会議を活性化させる役割
の教員が各支援会議には、必要だと考えた。特に「期待する子どもたちの将来の姿」を共有する役割を担う。 
第３に授業者支援会議において「キャリア教育の視点」を意識できるようにするために、授業者が考える「期待する子どもた
ちの将来の姿」について会議の始まりに参加者に伝え、共有することで、指導、支援の意味づけを考え、授業をどのように組み
立てるかを相談できる仕組みを取り入れた。 

（１） グランドルール 
・授業者を応援するルールを設定した短時間の小規模な授業改善のための会議 
・授業者が悩みを一つ提示し、参加者がそれに応じたアドバイスを送る。 

  ・参加者は、分析よりも具体策で伝える。疑問に思ったことだけでなく、改善のアイデアを伝える。 
 
（２）授業者支援会議の利点 
  ・授業者が求めたことに対してのみ協議することで課題のポイントが絞りやすく、授業者は、批判や指摘と感じないの

で心理的負担が少ない。 
  ・次回の授業に改善策を取り入れるかどうかは、授業者の責任で決めることとする。授業者が納得できて取り入れやす

い改善策を授業者自身が選ぶことになり、授業者の思いや考えを反映させやすい。 
 
（３）会議の工夫点 
  ・授業に関係する指導者が日常的に会議を行えるように10分間の会議設定とする。 
  ・ファシリテーターが会議の時間の管理や進行を行い、話しやすい雰囲気を作る。 
  ・会議後アドバイスを総合的に判断して授業者自身が改善策を考え次回の授業に生かす。 
  ・「期待する将来の子どもたちの姿」を授業者が伝えてから会議をすすめる。 
  ・まとめやすく記入しやすい「授業改善シート」を利用する。 
 
 
 
 
 

＜授業者支援会議の研究方法＞ 
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＜結果＞ 

（１） 令和３年度の課題の検証 
授業者支援会議を積み上げることにより、授業改善の会議は日常的に行えるようになっていった。しかし、「キャリア
教育の視点について、概念や具体的な実践例等、広く浸透させるまでには至らない」という意見が複数あった。そこ
で、なぜ、「キャリア教育の視点」を授業改善に入れるのは難しいのかについて検討した。 
・「キャリア教育とは何か」との問いに一言で応えることが難しいから。 
・キャリア教育のイメージが進路指導などと混同してしまいやすいから。 
・特定の指導領域や指導の形態において行うものと感じてしまうから。等の意見が多く見られた。 

 
（２）「期待する子どもたちの将来の姿」の共有 
 ①授業改善する学習に対する授業者の思い（期待する子どもたちの将来の姿）を話してから授業者支援会議を進め 
る。 

 ②キャリアファシリテーターが以下のような発問をすることで共有を図る。 
  （発問例）・どんな力が必要だと思いますか。     ・学ばせようとしていることは何につながりますか。 
       ・子どもたちにどうなってほしいと思ってこの学習を計画しましたか。 
       ・気になることが改善されるとどんな力がつきますか。 
 
（３）授業改善シートの分類と分析 
 ①分類結果（授業者支援会議96件／発問あり58件） 
  授業者支援会議で提示された「期待する子どもたちの将来の 
姿」を試案の項目に当てはめると、容易に関連づけられ分類す 
ることができた。この方法で振り返ると指導の根拠や手立ての 

  妥当性がはっきりすることが分かった。 
 ②小学部・中学部・高等部ごとに、まとめると「将来に期待す 
る児童生徒の姿」に学部ごとの違いは見られなかった。 

 ③「期待する子どもたちの将来の姿」を共有した会議において 
は、参加者のアドバイスの中にそれを見通した改善策が現れる 
ようになった。 
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＜授業者支援会議とは＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業者支援会議【授業改善シート】 
 
 
 
 

＜授業者支援会議の考察＞ 

指導者は、数年後の子ども像ではなく、人としての普遍的な姿をイメージし、「◯◯ように育ってほしい、◯◯な力をつけて
ほしい」と期待していることがわかる。 
キャリア発達の視点を持った授業改善とは、 

「将来の児童生徒の姿のイメージを授業者が共有し、その力をつけるために、どうするかという
視点から、授業の改善点を見つけていくこと」 
ではないかと考えられる。 

 
 
 
 
第一に授業改善として南山城型授業者支援会議を設定した。これは、東京都立光明学園の授業改善手法「KOMEI授業改善ハ
ン 
 

【小×中×高架け橋研究】 

小×中×高架け橋研究は、他学部と授業実践を交流することで、他学部でどんな取組をしているのかを学び合い、教科にお
ける学部間や教科のつながり（系統性）を考え、次年度の年間指導計画（Ⅲ表）に活かしていくことをねらいとして取り組ん
だ。 
架け橋研究では、夏と冬、ともに小・中・高と縦割りでグループを編制し、教科ごとの実践交流を行った。 
夏の架け橋研究では、該当グループの年間指導計画（Ⅲ表）を持ち寄り、計画をもとに成果や課題などを交流した。学部に
よって取扱うものやねらいの違い、小・中・高それぞれの段階で考えていることや取組を知ることができたとの意見が多く挙
げられた。学部間の「つながり」や「積み上げ」、そして「違い」に気づくことができ、さらに「小・中・高と学ぶ内容を 
 

 
架け橋研究を通して学部間のつながりをどう捉えたかの質問に対して、「共通する部分も多いが、生活年齢や実態を反
映した取組になっている」「小学部で学習したことを、中・高で発展した学習ができればよい。学部で終わってしまわな
いような工夫が必要」などの意見が多く挙げられた。（架け橋研究後のまとめシートより）「同じ題材やテーマでも生活年
齢や学習経験によって取り組み方やねらうところが違うこと」「同じ題材ならば、高等部、中学部、小学部と何がつなが
っているのか、小学部から高等部へ積み上がるなら、小学部では何ができるのか考えること」というように具体的に学部
間のつながりを捉えることができた。 
また、年間指導計画（グループ長、コース長が案を作成）については、交流で取り組んだ単元交流シートをグループに
返し、次年度の年間指導計画作成の活用につなげた。各学部から作成する上で参考になったなどの声もあり、交流のアイ
デアを取り入れた作成にもつながった。 
 
 
 
【まとめ】 

 今年度の研究を進める中で、「授業者支援会議」では、キャリア教育の視点を意識した授業改善につなげていくことがで
きた。キャリア教育の視点をもった授業改善とは、将来の児童生徒の姿をイメージし、授業に関わる人、みんなが共有す
ること、そして、その力をつけるためには、どうするかという視点から授業の改善点を見つけていくことであることが見
えてきた。子ども達の将来なってほしい姿をイメージしながら、「キャリアプランニングマトリックス（試案）」で確認し
ていく方法を取り入れることで、その指導の根拠を確認しやすくなった。昨年度、キャリア教育の視点を入れることが難
しいという意見から授業改善シートなどの改善を進めてきたが、これらの方法でキャリアの視点を取り入れることが増え
てきた。また、授業者支援会議を昨年度から続けてきていることで、取り組みやすく、より授業者支援会議を活用しての
授業改善を進めることができたのではないかと考える。 
 また、「小×中×高架け橋研究」では、つながりについて、一人一人の学びの積み重ねや、同じ題材であっても生活年齢
や学習経験によって取組内容やねらいがかわるなどの捉え方に関わる気づきになった。 
 今年度の研究をとおして、キャリア発達の視点や学部間のつながり、積み上げの捉えについて、一人一人が考えを深め
ていくことができた。また、学習内容チェックシートを作成し活用することで学習指導要領とのつながり、学びの経過を
可視化することにも繋げることができた。方法やツールの検証を続けていくことで、さらに深めていくことができる。 
次年度以降も、これまで検討してきたツールや方法で継続的、組織的に授業改善を進めていきたいと考える。 
 
 

理解した上での授業作り」「Ⅲ表の定期的な見直し」など、自分のグループに取り入れたいアイデアを考え、２学期の実践
へとつなげることができた。 
冬の架け橋研究では、２学期に取り組んだ単元について書き込んだシートを持ち寄り、夏の架け橋研究で記入した改善シ
ートを参考に、単元の内容、工夫点などについて交流した。この単元交流シートをもとに、同じ名前の単元であったとし
ても小・中・高それぞれの段階に合った学習にできるのでは？と、各教科でアイデアを出し合った。この活動を通して、
今まで漠然としていた「系統性」であったが、つながりや積み上げとは何かが見えてきたのではないかと考える。 
 
 

＜小×中×高架け橋研究のまとめ＞ 

 

「期待する子どもたちの将来の姿」を記入する 
キャリアファシリテーターが以下のような発問をすること
で共有する 
・どんな力をつけたいですか 
・どんな力が必要だと思いますか 
・その力は何のための力ですか 
・どうなってほしいと思ってこの学習を計画しましたか 

授業者が「気づき・なやみ」を記入する 

支援者の意見やアドバイスをすべて記入する 

支援者からのアドバイスを受けて、次回から改善できそ
うな案を授業者自身が決める 


